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人間文化研究情報資源共有化研究会報告集 7の刊行にあたって

　大学共同利用機関法人人間文化研究機構では、機構に加わる 6研究機関（国立歴史民俗
博物館、国文学研究資料館、国立国語研究所、国際日本文化研究センター、総合地球環境
研究所、国立民族学博物館）の構築してきたデータベースを横断検索する統合検索システ
ム（nihuINT）や、時空間システム（GT-Map/GT-Time）、参加型データベースであるnDP
の開発を進めてまいりました。そして、これらの情報資源の共有化システムの運用と展開
のために、平成20（2008）年には研究資源共有化事業委員会を立ち上げました。平成28年
度から始まる第 3期中期計画期間においては、機構内に新たに設置した総合情報発信セン
ターのもとで高度連携情報技術委員会がこの事業を引き継ぐとともに、機構内外の人間文
化研究情報との機動的な統合検索のシステムの構築をめざしております。
　また、研究資源共有化事業委員会では、人間文化に関わる研究情報資源の共有化の推進
のため、関係学界に呼びかけて、平成21（2009）年より、「人間文化研究情報資源共有化研
究会」を開催してまいりました。平成27（2015）年度は、28年 2 月 6 日に第11回資源共有
化研究会「人間文化研究機構のもつ画像データ共有化の前進に向けて」を京都市のガーデ
ンシティで開催いたしました。本機構内には、絵画や写真などの画像情報を中心としたデ
ータベースが多数あり、nihuINTにも登録されています。ただし、現状では、これらの画
像を検索するためには、資料名や描かれた像主などの固有名詞を入力することが必要で、
描かれた図柄のさまざまな属性から検索することはできません。もし、画像に「子供」「犬」
「病気」のような普通名詞からなるキーワードをメタデータとして埋め込むことによって、
共通性のある画像、類似した画像を収集する「絵引きシステム」を作ることができれば、
共有化システムは、研究者にとっても一般市民にとっても、格段に使いやすくなると考え
られます。当日の研究会では、各機関の具体的な取り組みに即して、本機構のもつ画像情
報を、より広く、よりなじみやすく活用していくための方法を求めて、活発な議論が行わ
れました。
　平成28（2016）年度は、29年 2 月 3 日に、第12回資源共有化研究会「人文科学における
オープンサイエンスの課題」を名古屋市の愛知工業大学本山キャンパスにおいて開催しま
した。現在、世界の科学分野においては、論文や、その根拠となるデータをインターネッ
ト上で公開・共有化するオープンデータ、オープンサイエンスの動きが急速に始まってい
ます。紙媒体による出版業の機能が大きく変化している中、研究成果の発表、蓄積、検索
の新たなあり方が求められるのは必然的なものといえるでしょう。また論文の内容につい
て、第三者による検証がより容易に可能となるよう、データの共有化を求める動きも一層
進むものと予想されます。しかしながら人文科学の分野においては、この問題に対する反
応はあまり迅速ではないように思われます。当日の研究会では、オープンサイエンスをめ
ぐる動きの展開してきた経緯や国の施策の方向性について報告していただくとともに、人
文科学の分野でオープンサイエンス化を進めるうえで、どのようなことが課題となるのか、
また研究の進展や研究成果の社会化のためにはどのようなオープン化が必要であり、望ま
しいのかといった問題について意見がかわされました。
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　本報告書は、上記 2回の研究会で発表された報告を紹介するものです。人間文化研究に
かかる情報資源の共有化推進の一助となることを念願いたします。

　　2017年 3 月 1 日
 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
 理事　榎　原　雅　治
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人間文化研究機構のもつ画像データ共有化の前進に向けて

　第11回人間文化研究情報資源共有化研究会

○主 催　大学共同利用機関法人人間文化研究機構・研究資源共有化事業委員会
○日 時　平成28年 2 月 6 日㈯　13時00分～17時30分
○会 場　TKPガーデンシティ京都「山吹」
　　　　　京都府京都市下京区烏丸七条下ル721‒1　京都タワービル 7階（京都駅より徒歩 2分）

○開催趣旨
　現在、機構内には、画像（絵画、写真）情報を中心としたデータベースが多数ある。nihuINT
で「画像・映像・音響」に分類されたもの以外にも、たとえば「所蔵資料目録」の中に「怪異・
妖怪絵姿」「近世風俗図」などの画像データベースがある。
　人間文化研究機構では、第 3期に向け、機構内各機関における研究成果を、より見やすい形で
社会に提供することを求められている。機構のもつさまざまな画像データは、専門外の研究者
や、文化に関心のある一般市民にもなじみやすい情報資源であり、これをより活用していく方法
を探りたい。
　機構内のデータベースの連携検索はすでに可能であるが、検索するためには、現状では資料名
や描かれた像主などの固有名詞を入力することが必要で、描かれた図柄のさまざまな属性から検
索することはできない。
　画像に、「子供」「犬」「病気」のような普通名詞からなるキーワードをメタデータとして埋め
込むことによって、共通性のある画像、類似した画像を収集する「絵引きシステム」を考えるこ
とができれば、共有化システムは、研究者にとっても一般市民にとっても、格段に使いやすくな
ると考えられる。
　すでに一部の機関ではそうした取組が始まっている。各機関の現状と将来計画を俯瞰し、将来
的な連携検索を見通す場としたい。

○プログラム
13：00～13：15 問題提起 人間文化研究機構理事　榎原　雅治
13：15～13：45 「大型プロジェクトの目指す検索機能の高度化の取り組み」
 国文学研究資料館古典籍共同研究事業センター副センター長　山本　和明
13：45～14：15 「近代日本の身装データベースの画像について」
 国立民族学博物館先端人類科学研究部准教授　丸川　雄三
14：15～14：45 「絵入り百科事典データベースの構築―『訓蒙図彙』を核として」
 国際日本文化研究センター特任助教　石上　阿希
15：00～15：30 「洛中洛外図屏風『歴博甲本』人物データベースについて」
 国立歴史民俗博物館歴史研究系教授　小島　道裕
15：30～16：00 「肖像画模本／歴史絵引データベースの課題」
  東京大学史料編纂所古代史料部門助教　藤原　重雄
16：00～16：30 「画像内容に基づく検索技術に対する期待と現実」
 国立情報学研究所コンテンツ科学研究系准教授　北本　朝展
16：40～17：30 総合討論
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大型プロジェクトの目指す検索機能の高度化の取り組み

国文学研究資料館古典籍共同研究事業センター
副センター長　山 本 和 明

1 ．大型プロジェクトの概要
　国文学研究資料館では現在、文部科学省の大規模学術フロンティア促進事業「日本語の
歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」（略称：歴史的典籍NW事業）が進め
られている。事業の期間は2014年 4 月から10ヶ年。本報告書刊行時には 3年目が終了とい
うことになる。その目標とするところは大きく言って 3点ある。 1つ目はあらゆる分野の
古典籍30万点の全冊画像を、書誌とともにWeb上で公開するということ。2017年 3 月時点
で延べ約78000点の撮影が完了した。 2つ目はその古典籍画像を用いての国際共同研究の推
進。そこでは他分野の研究者と共同で推進する異分野融合研究や、国文研が中心となり進
めている「総合書物学」といった新学術領域の創出ということも含んでいる。 3 つ目は、
先の 2つの成果として国際共同研究ネットワークの構築ということになる。このネットワ
ークを活用して、日本由来の文化や学問領域を国際的な研究の「場」へと引き出し、経常
的に国際的に日本研究を推進していこうとするものである。
　この論稿の題目にある「検索機能の高度化の取り組み」は、いわば 1つ目の目標に関わ
る取り組みとなる。まだ先のこととは言え、30万点もの古典籍の全冊画像、予算申請の必
要上、 1 点の古典籍を仮に150コマと設定しているのだが、計算すると、30万点すなわち
4500万コマの画像のなかから、如何にして必要な画像へたどり着くか、如何に整理するか
という問題が浮上してこよう。図書館単位での蔵書であれば、請求記号などから類推し、
必要な分野の典籍を絞り込んで、片っ端から閲覧という力業も不可能ではないが、この場
合は不可能であろう。そのため画像作成に連動し、検索機能の高度化に関する取り組みが
不可欠である。しかも国文学の研究者だけが利用するわけではなく、あらゆる分野の研究
者、一般市民にも活用を促すことを考えているため、如何に検索すれば利用しやすいかと
いうことは重要な観点だったのである。この点については、科学技術・学術審議会学術分
科会研究環境基盤部会に設置された学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会からも、
平成26（2014）年度の留意事項として「画像へのタグ付けを質・量ともに充実させること
はもちろん、異分野の研究者コミュニティのニーズを踏まえた検索機能の充実を、より積
極的に図ることが重要」とのご指摘をうけたところであった。検索への期待のあらわれで
あり、当館もデータベースの機能強化に関わる研究として、主として国立情報学研究所な
どと精力的に現在も取り組んでいる。

2 ．検索機能の高度化に向けて
　では、利用者のための検索機能をどのように考えたらいいのだろうか。このプロジェク
トの場合、一定の期間がさだめられているが、期間を終えても発展的に継続しうる仕組み
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が何よりも大切であることは言う迄もない。私たちは 3つの観点からこの検索機能の高度
化について考え、取り組むこととした。その 3つをまずは列挙しておく。
　A　データを探しやすくするためにどのように整理するか（タグ付け等）
　B　データをどのように見せるか、魅せる検索システムの整備
　C　技術の進歩を見据えて、検索のためのツール等の開発をどう支援するか
図表化すると次のようになる。

このうち、本稿ではAを中心に、戦略としての取り組み 4点について簡単に紹介しておき
たい。

3 ．戦略としての取り組み①　タグ付け
　検索を有効なものとするためには、タグを付与することがまず想定できよう。国立国会
図書館では、たとえば近代文献について、文章中の固有名詞や目次などから検索可能にし
ており、その情報の蓄積により格段に便利な検索が可能となっていった。そのことを踏ま
え、如何にしてタグを付与していくべきか。さまざまな意見もあり、その方針や方法につ
いては、当館研究部の先生方を中心に検討いただいたが、そのタグ付け開始当初における
主な方針は以下の通りである。これらはPDCAサイクルのもと、常に検討を加え変更して
いくものであることをあらかじめお断りしておく。

○ 各分野の古典籍のうち利用頻度と研究上の価値の高いものを選定し、画像（文章と
挿絵）に対してタグをつける。タグを付けるのは、データベースに搭載する古典籍
全体の 5％をひとまずの目安とする。
○ タグ付けは、文学及び歴史分野の古典籍から着手し、順次他の分野に拡大していく。
他分野についてはその分野の研究者コミュニティの協力を得て、タグ付けワーキン
グ等を実施し、方針をさだめる。
○ 対象とする古典籍の選定については、すでにデジタル化された本文がひろく普及し
ているもの、および、タグ付けに際し独自な問題が生ずるものについては、当面の
タグ付け作業から除外する。
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○ 思いがけない「発見」を導くため、画像 1枚ごとにタグを入力する。
○ タグ付けは、原則として、対象とする古典籍に出現する固有名（人名・地名・書名・
年号など）をキーワードとしてそのまま拾い出す。

タグについては、検索効果を優先し、統制語彙を用いるなどの意見もあった。事実、現在
進めている和算分野のタグ付けWGではそうした用語の検討がなされている。その一方で、
国文学分野では、時代ごとや和歌・演劇などの分野ごとでの研究が深化しているため、同
じ事を表現するにも専門ごとで異なる用語（時代ごとでの意味の相違など）があることも
想定しえた。果たして統制可能かということも難しい問題として浮上してきたことを付記
しておきたい。特に今回のプロジェクトは、何も国文学の研究者だけが利用するものでは
なく、さまざまな研究者や一般の利用も想定されるため、個人個人での異なる見解のもと
で統制するには、難しい判断を必要とした。そうした中、このプロジェクトの顧問をお願
いしている九州大学前総長の有川節夫先生からのご助言には目から鱗の思いを得た。重要
なご指摘と考えるため、以下、当方のメモ書きから抜粋しておく。

モノ自体は昔から何も変わっていないが、これに対する見方が変わりうる。すると途
端にキーワードでは拾えなくなってしまいがちだ。たとえば過去の人はこれをそんな
風に見ていなかった、という場合には、現代で付けたキーワードではいくら検索しで
も探せないことになる。つまり物が変わるのではなく、見方が変わるのだという考え
方をしてみるとどうだろうか。そうなると、下手にキーワードをつけようとするより
は、全部あらゆる言葉を付けてしまう。それによって可能性が広がるのではないか。

言うなれば、あらゆる言葉でタグを付すことを許す寛容性ということか。たとえば統制さ
れた語彙をつけてもいいし、そうでなくても良い。要はタグを付けることが大事なのだと
改めて考えさせられたのだった。もちろん難しい問題もある。しかしWeb上での検索であ
るから、連想検索やさまざまな検索の可能性が今後も開けてくることだろう。人工知能の
発達により、今とは全くことなる学習効果が出てくることを思えば、枠組みにとらわれず
なによりもスピード感が大事だ、と実感したというのが正直な思いであり、現在までの報
告となろうか。
　効率よくタグを付与する取り組みとして、人文情報学研究所の永崎研宣氏と当館特任助
教の松田訓典によりWeb上でのタグ付与システムが開発されたことで、格段に道が開けた
と考えるが、現在はまだ限定的な公開での利用となっている。重要な古典籍を選び、画像
上をカーソルで範囲指定し、その位置情報を記録しつつ、選択肢から統制された用語を選
ぶか、自由に言葉を記述できるようなツールで、オープンソースを活用して制作された。
これを使えば、絵にタグをつけるといったことなどは簡単にできる。また、システム上で
の一元管理を果たすことで、誰によるタグ付けかの記録情報を備えることも容易だ。現在、
国文研教員を中心にこの付与システムを活用し、Web上でタグ付けが進められており、微
調整を重ねながらブラッシュアップをしている最中である。当面は研究者コミュニティへ
タグ付けへの参画を募り、将来のソーシャルタギングの可能性を見据えていきたい。
　このツールは、指定した古典籍にタグを付与していくものであるが、これとは別に公開
システム上で、画像を見る際に、タグを提案できるボックスの導入も予定している。画像
をみた人に、表示されている画像の検索語の提案を自由にお願いするものであり、文字通
りのソーシャルタギングとなる。これもまずは研究者コミュニティへの開放からすすめて
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いくことになるだろう。

4 ．戦略としての取り組み②　ワード・スポッティング、テキスト化
　先に述べたタグ付けシステムは人力によりタグを付与するものであったが、今後、展開
していきたいと考えているのはタグの半自動的付与ということである。この可能性を示し
てくれたのが公立はこだて未来大学の寺沢憲吾先生のご研究で、現在、国文研とともに共
同研究を進めている。その研究はワード・スポッティング技術に関するもの。一知半解の
人間がその内容を述べるのもどうかと思うが、大量に蓄えられた文書画像の中から、与え
られた画像に似ている画像を検索し、その出現位置情報を提示するというものである。こ
こでは文書画像をスリット状に切り出し、そのスリット画像を特徴ベクトルで記述し、ベ
クトルのマッチング問題として、類似画像を検出していく。この技術を応用することで、
特定の言葉、たとえばタグ候補の用語を範囲指定し、類似画像を検出させ、その類似画像
の候補群でその言葉と確定できるものに対し、一括でタグ用語として付与できれば、タグ
付けがかなり省力化できるのではあるまいか。加えての応用で、用語単位でテキスト化し
ていく支援システムともなろう。こうした取り組みを進めるためにも、平成29年 4 月段階
での公開系システムでは実験的導入として寺沢先生の技術を確認していく場を設けること
としている。
　このテキスト化についてであるが、凸版印刷・公立はこだて未来大学と共同ですすめ、
原理検証結果については既にメディアなどにも取り上げられたため、今贅言を重ねない。
くずし字を含む新方式OCRの開発や、機械学習の導入などを含め、今後もテキスト化実証
試験の取り組みは継続していかねばならないし、30万点の古典籍画像を利活用できるもの
とするためには何よりもテキスト化の道筋を開くことが重要であろう。その作成されるテ
キストも、国際テキスト（Text Encoding Initiative）に準拠させることを考えている。

5 ．戦略としての取り組み③　古典的名著というナビ
　異分野融合研究を推進するためにも、他分野の研究者とのセッションは不可欠である。
他分野の研究者の方と話をしていると、如何に自分の専門分野が限られた範囲の知識のな
かで存在しているかを痛感することがある。研究者は必ずしも他分野の研究者ではない。
この自明のことを前にして、他の分野の古典籍を探す時にはどうしたら良いのか。このこ
とを考える時、やはりその分野の古典的名著を紐解くことが良い指針となる。
　たとえば古典的名著（著作権の切れたようなテキストを含む）をテキスト化し、閲覧可
能にし、その記述の中から古典籍が直接確認できたらどうか。そう考え、ナビゲーション
の役割としての古典的名著の導入を考えた。これもまだ器としての機能導入段階であり、
今後研究者コミュニティの協力を得て名著や辞書等の記述をナビゲーションに活用してい
く準備を進めている。

6 ．戦略としての取り組み④　結果の安定性　DOIの導入
　絵検索を含め、あらゆる方法でのタグ付けの方法を模索しているが、今回の画像公開に
あたって最も重要であるのは、検索結果の安定性ということではないだろうか。検索結果
が、数年後には見当たらないといった事態は、インターネットが盛んになった当初、よく
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見られた。せっかくテキスト等、有益な情報を公開していても、再度確認できなければど
うしようもないし、後から確認出来ないのなら、それは信用できないものとなる。古典籍
などを用いた人文科学の研究では、他人の閲覧ができないような個人蔵の資料紹介などが
盛んに行われている。近年はその画像を一部紙面に掲載しているなどし、ある程度改善さ
れたとは言え、他者による検証が可能でなければ、学問としては未成熟なものと言える。
人文科学は科学でなければならない。僕はこう思う、こんな見方もあるよという提案型の
論文も勿論あるが、その土台となるテキストについては確実なものであってほしい。検索
結果の安定性、すなわちいつ見ても結果が同じであることは、人文科学を検証可能な学問
にするということを達成する根本的な課題なのである。　
　私たちは研究会を組織し、どのようにすれば検証可能なものとなるかについて、有識者
などの意見を聞きながら検討を重ねてきた。今回の大型プロジェクトではデジタルオブジ
ェクト識別子（Digital Object Identifi er＝DOI、permanent URLの一種）の導入を取り決
めた。加えて、論文等へこのDOIを記載する取り組みも開始している。繰り返しになるが
論文等にDOIを引用記載することで、論文を読む人は簡単にその論拠となる作品画像にた
どり着けることをめざしており、このことが人文科学を格段に進展させると確信する。

7 ．おわりに
　以上が第11回人間文化研究情報資源共有化研究会「人間文化研究機構のもつ画像データ
共有化の前進に向けて」（平成28年 2 月 6 日、於TKPガーデンシティ京都）で報告した大
型プロジェクトにおける検索機能の高度化を巡っての報告の一部である。本稿ではその後
の状況もあわせた形で記載したことをお断りしておく。2017年 4 月（予定）からの公開系
システムでは、検索機能について、当初基本的なものからスタートしていけるよう機能を
準備した。とは言え、コンテンツ（タグ）が充実しなくては何も始まらない。公開系シス
テムがスタートしてからもコンテンツを充実させることが重要、と肝に銘じ下記の図のよ
うな形で、思いもかけない発見が可能な、活用できるシステムとしていきたいと思う。
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身装画像データベース「近代日本の身装文化」
―研究資源データベースの発信と展開―

国立民族学博物館　丸 川 雄 三

　明治から昭和期（1868～1945年）における日本人の身体と装い（身装）に関する画像と
その研究成果を発信するウェブサイト、身装画像データベース「近代日本の身装文化」を
開発した。本稿ではシステムの有効性を示すとともに、研究資源データベースのさらなる
展開例として、研究情報の付与やモチーフ分析を支援する手法の具体的な提案と検討を行
った。

1 ．はじめに
　明治維新以降、約80年間における日本人の「身装―身体と装い」に関する文化変容の
実態については、十分に解明されていない点が多い1）。MCDプロジェクト2）では、明治か
ら昭和期（1868～1945年）における身装に関する画像（身装画像）を対象に、そのデータ
ベース化と発信に取り組んでいる。報告者は、データベースシステムおよびウェブシステ
ムの開発を担当する立場で2012年からMCDプロジェクトに参画し、身装画像データベー
ス「近代日本の身装文化」を開発した3）。本稿ではウェブインタフェースの説明を中心に、
研究者による書き込み機能やモチーフ分析、身装絵引の可能性について述べる。

2 ．身装画像データベースの特徴
　身装画像データベースには、近代日本の身装文化に関する画像15,000件が登録されてい
る。これらの身装画像は、新聞挿絵や絵葉書、写真などから構成されており、それぞれに
詳しい管理情報と身装コードなどの研究情報が付与されている。加えて本データベースに
は説明文（コメント）が付けられている。コメントは身装文化の研究者による解説情報で
あり、画像に現れる身装とその時代背景などが丁寧に記述されている。初学者などの前提
知識を持たない利用者であっても、コメントを読むことによって、画像に現れるモチーフ
を読み解くことができ、専門用語などの新しい知識を同時に得ることができる。
　またデータベースには、身装に関するテーマごとに、その周辺を読みやすい語り口で生
き生きと描写したエッセイ形式の「参考ノート」も収録されている。身装画像のコメント
と並んで身装文化を理解する上で大いに役立つものであり、掲載内容をまとめた書籍も出
版されている4）。
　このように身装画像データベースの特徴は、精査された専門用語に加えて、身装文化を
理解するための豊富なテキスト情報が付与されている点にある。そのため公開用ウェブサ
イトにおいては、当該研究分野のための学術情報の共有と同時に、広く一般に向けた情報
発信が求められる。
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3 ．ウェブサイト「近代日本の身装文化5）」
　以上の要件をふまえて、ウェブサイト「近代日本の身装文化」を開発し、2016年 5 月に
一般公開した6）。
　図 1はトップページである。「一覧から探す」と「項目から探す」の二つの入り口を設け
ている。このうち「一覧から探す」は、身装画像を「身装画像コード」、「年代」、「制作者」
の一覧から探すことができるディレクトリ型のインタフェースである。これらは全て統制
語を用いて管理されているため、一覧に示された検索語を選ぶだけで、比較的簡単に身装
画像を閲覧できる。一方、より詳細な条件で身装画像を探したい利用者は、「項目から探
す」を用いることで、テキストによる全文検索および複数の条件を組み合わせた検索が可
能である。また参考ノートにもトップページからアクセスすることができる。
　図 2は詳細表示の一例である。画像表示部分を大きく設け、全体と部分の二種類の画像
をタブで切り替えて閲覧できる。またコメントを画像のすぐ下に配置し、キーワードハイラ
イト機能とともに、身装画像の内容やその時代背景などが、初学者や一般の利用者にもわ
かりやすいよう配慮している。その他のメタデータもすぐその下に項目名とともに配置し
ており、身装画像データベースの成果である詳細な研究情報を確認することが可能である。

4 ．コメントの編集とサブコメント機能
　公開用ウェブインタフェースには、右上にログインボタンが付けられている。MCDプ
ロジェクトが認めたユーザにはアカウントとパスワードが発行されており、ログインする
ことで、コメントの編集およびサブコメントの書き込みができる。
　なお全ての情報は画像情報管理システム上で管理者にのみ編集が許されている。しかし
コメントについては、公開用ウェブインタフェースから直接編集できるように、限定的な
編集機能を組み込んでいる。一方、サブコメントについては全てのログインユーザが書き

図 1　「近代日本の身装文化」トップページ 図 2 　詳細表示例：「新年梅 第36回」（右田年英
筆、東京朝日新聞1902年 2 月 8 日号 7面）
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込みの権限を持つ。サブコメント機能の本格的な利用はこれからであるが、身装画像に関
する素朴な疑問や、コメントやその他のメタデータへの質問や指摘、関連する情報の提供
など、様々な利活用が可能である。

5 ．身装画像コードとモチーフの分析
　身装画像には、当時の髪型や衣装、人物
同士の関係性などが活写されており、その
内容（モチーフ）に対応する「身装画像コ
ード」が各画像にひもづけられている。身
装画像コードは概念体系に近いものであり、
抽象化されたコードと具体的な名称を表わ
す幾つかのキーワードから構成されている。
しかし身装画像コードは画像全体に対応し
ているため、その名称に対応する箇所を画
像の中に見つけるには、さらに専門的な知
識が必要である。
　そこで報告者は、身装画像コードやキー
ワードと画像との対応付けを行う「モチー
フ分析」を考案し、そのための作業環境と
して分類支援システムを開発した7）。図は
分類支援システムの画面例である。データベースに登録されている髪型や持ち物などの名
称を、身装画像の上に直接対応づけることができる。この例では女性の髪型である「束髪」
や、男性の着物の帯の名称として「兵児帯」などのキーワードが、対応する身装コードと
ともに配置されている。

6 ．モチーフから絵引へ
　身装画像分類支援システムによって、画像とモチーフ名の対応付け（モチーフ分析）の
可能性が見えてきた。さらにそこからモチーフ名を索引とした「身装絵引」を作ることも
可能であろう。
　民俗学者でもある渋沢敬三は、「字引ならぬ絵引をつくれぬだろうか」と考え、『絵巻物
による日本常民生活絵引』を編纂した8）。絵巻から日常生活の場面を抜き出し、そこに表
われるものに名称をつけて言葉から引けるようにした図解辞典（絵引）である。
　渋沢栄一記念財団実業史研究センターと国立情報学研究所連想情報学研究開発センター
は、「実業史錦絵絵引「衣喰住之内家職幼絵解之図」」を共同で制作し、2009年、ウェブ上
に一般公開した。明治初期に子供向けの教材として描かれた錦絵「衣喰住之内家職幼絵解
之図」は、一軒の民家が出来るまでを絵入りで説明するものであり、設計から製材、棟上
げ、内装工事に至るまでが懇切に取り上げられている。このウェブサイトでは、錦絵に登
場する人物や道具500点の名称と図像を「絵引データベース」および「絵引ギャラリー」と
して発信している。
　「身装絵引」を作るためには画像の該当部分を身装画像から抜き出す必要があるが、「実

図 3　身装画像分類支援システム画面例：「浮雲 
第43回」（井川洗厓筆、都新聞1916年 7 月
8 日号 3 面）
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業史錦絵絵引」は当初より汎用性のある「絵引システム」として構築されており、この身
装画像における絵引の作成にも活用が可能である。

7 ．今後の展望
　身装画像データベースの特徴を活かしたウェブサイトを実現し、一般公開を開始するこ
とができた。今後は安定した公開運用とともに利用状況をふまえた機能改善を実施する予
定である。またログインユーザによるコメントの編集およびサブコメント機能については、
国立民族学博物館が進めている「フォーラム型情報ミュージアム・プロジェクト10）」にお
いても活用が進められている。MCDプロジェクトによる利活用が進むことで、国立民族
学博物館の他のプロジェクトにもその効果が波及することが期待できる。さらにモチーフ
分析と身装絵引について、分類支援システムを試作し身装画像データベースへの試験的な
適用を実施した。文化資源としての学術データベースの展開手法を具体的に提示すること
により、活用の幅と可能性を示すことができたのではないかと考えている。

8 ．謝辞
　本研究は、「JSPS科研費基盤B課題番号24300099（平成24年度～平成26年度）「近代日本
の身装画像デジタルアーカイブの構築―文化変容に視点を据えて」（代表：高橋晴子）」
の成果を受け実施されました。関係者の方々に厚くお礼申し上げます。
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 高橋晴子、久保正敏、猿田佳那子、大丸弘、田中昌美、谷本滋、津田光弘、中川隆、野林厚
志、八村広三郎、丸川雄三

 3） 丸川雄三「身装画像データベース「近代日本の身装文化」の構築」 情報処理学会・じんもん

図 4　渋沢栄一記念財団「実業史錦絵絵引9）」より、絵引ギャラリー（左）と絵
引データベース（右）
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絵入百科事典データベースの構築
―『訓蒙図彙』を核として

国際日本文化研究センター特任助教　石 上 阿 希

　本稿では、筆者が現在構築を進めているイメージデータベースの構想・概要について簡
単に紹介する。

1 ．データベースの目的
　近年、国内外において大規模な日本古典籍のデジタルアーカイブが行われている。その
ような状況を受け、国際日本文化研究センター（以下、日文研）では各機関で公開されて
いるデジタル画像を利用したデータベース（以下、DB）の構築を進めている。2015年 4 月
にDBの構想・構築をスタートさせ、順調にいけば2017年中に第 1次版を公開する予定で
ある1）。
　本DBのコンセプトは「絵入・図解百科事典DB」であり、その目的と方針をまとめると
下記のようになる。

1  ．多分野の研究の有力な調査・検索・情報収集ツールをめざす。
2  ．図像の情報を分類し、アクセスするためのプラットフォームをめざす。
3  ．名と図（と釈）を備えている古典籍を対象とする。
4  ．日文研所蔵資料に限らず所蔵先で画像が公開されている資料を選ぶ。（安定的な
URLを保持するものを優先する）
※ 歴史的古典籍NW事業（国文学研究資料館）、国立国会図書館デジタルコレクショ
ン、早稲田大学図書館古典籍データベースなど。

　主に近世期に出版された絵入百科事典やそれに類する書物を対象として、そこに記録さ
れたことばと絵を検索出来るDBを構築する。それらの書物をDB化することによって、文
学史、美術史、建築史、医学史など様々な研究の有力な検索ツールの役割を果たすことを
目指している。また、日文研が所蔵する資料のみを扱うのではなく、すでに公開されてい
る画像DBから情報を蓄積し、日文研と各機関のDBをつなぐシステムを構想している。
　例えば本DBの核であり、第一に入力作業をすすめている『訓

きんもう

蒙図
ず い

彙』は国立国会図書
館デジタルコレクションDBで公開されている画像を底本としている。

2 ．『訓蒙図彙』と類書
　『訓蒙図彙』は寛文 6年（1666）と記された序を持つもので、森羅万象の事物を名称と絵
によって明示している。編纂者の中村惕斎（1629‒1702）は京都の儒学者であり、二男一女
一庶子の父であった。惕斎は序文で本書の制作動機を自分の子どもの教育のためと記して
いる。
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　本書以降、絵と語が一対になった様々な事典類が刊行され、さらにその形式をもじった
パロディが作られるなど、本書から派生した書物は多岐にわたる2）。また、『訓蒙図彙』自
体も、元禄 8年（1695）の『頭書増補訓蒙図彙』、寛政元年（1789）の『頭書増補訓蒙図彙
大成』と二度にわたって増補改訂版が作られており、時代の要求に応じながら多くの読者
を啓蒙し続けた。
　本書は「わが国最初の絵入り百科事典」と評される3）書物で、20巻14冊にわたって17部
門（天文・地理・居処・人物・身体・衣服・宝貨・器用・畜獣・禽獣・龍漁・蟲介・米穀・
菜蔬・果 ・樹竹・花草）1484項目を収録している。見開き一丁毎に 4 つの事物を配し、
漢字・ひらがなで名称を記し、形状を図画で表す（図 1）。項目数は1484であるが、それぞ
れに俗称や異称も記載されているため、合計で5000語ほどが収録されている。
　DB作業では、各図に記述された文字を翻刻し、本文通りの表記・よみと通用の表記・
よみの両方を入力している。図 2は検索結果画面のイメージである。切り出した画像デー
タの横に、文字の翻刻、分類、書名、巻名、丁数、出自の書物の所蔵先を記している。所
蔵先をクリックすると各機関の該当ページに移動し、全体像を確認することが可能である。
　今後の課題は、類似イメージや関連項目を芋づる式に表示させる方法や名称のわからな
い事物を検索する方法の検討である。現状ではできる限り詳細なタグ付けを行っているが、
さらなる解決方法を模索したい。

注
 1） 本DBは、稿者が所属する「広領域型連携基幹研究プロジェクト　異分野融合による「総合
書物学」の構築」における日文研ユニット「キリシタン文学の継承：宣教師の日本語文学」
の研究の一環でもある。

 2） 『訓蒙図彙集成』（大空社、1998‒2002年）では、訓蒙図彙ものとして下記30点の書物を収録
している。本DBではこの集成を参考に書物の選定を行っている。立花訓蒙図彙、謡曲画誌、
歳旦訓蒙図彙、暗夜訓蒙図彙、外科訓蒙図彙、 兼 珍紋図彙、増訓画引和玉図彙、新造図
彙、奇妙図彙、戯場楽屋図会、楽屋図会拾遺、戯場訓蒙図彙、花鳥写真図彙、璣訓蒙鏡草、
機巧図彙、泰西訓蒙図解、能之訓蒙図彙、改正能訓蒙図彙、好色訓蒙図彙、武具訓蒙図彙、
頭書増補訓蒙図彙、女用訓蒙図彙、人倫訓蒙図彙、難字訓蒙図彙、立花訓蒙図彙、仏像図
彙、増補仏像図彙、唐土訓蒙図彙、訓蒙図彙、訓蒙図彙大成。

 3） 杉本つとむ『訓蒙図彙』（早稲田大学出版部、1975年）。

図 1　『訓蒙図彙』
（国立国会図書館デジタルコレクション）

図 2　データベース検索結果詳細画面（参考）



洛中洛外図屏風「歴博甲本」人物データベースについて

国立歴史民俗博物館　小 島 道 裕

1 ．洛中洛外図屏風「歴博甲本」をどう見せるか
　国立歴史民俗博物館が所蔵する、現存最古の洛中洛外図屏風として知られる「歴博甲本」
（1525年ころ。スライド 2）を、ホームページを媒体としてどのように公開しているかをま
ず紹介したい。
　ホームページに設けられた「WEBギャラリー」の頁では、「歴博甲本」は、次の 5種類
の方法で見ることができる（スライド 3・ 4）。

① 屏風全体を単純に拡大する高精細画像（ブラウザ）
② 描かれた名所などの事物に説明を加えた読み解き画像
③ テーマごとに名所などの個別画像を切り出して解説する「電子企画展」版
④ パワーポイントのスライドショーと音声解説によるeラーニング版
⑤ 描かれた人物（1426人）一人一人の、画像と属性などのデータを検索できる「人物
データベース」

　今回の報告では、この中から、⑤の「人物データベース」について説明する。

2 ．洛中洛外図屏風「歴博甲本」人物データベースによる検索
　まず、実際にどのような検索が行え、どのようなデータが見られるかをご覧いただきた
い。
　スライド 5はオープニングの検索画面であり、「性別」以下の項目に対して、最大 7つの
キーワードを表示している（スライド 6はその部分拡大）。任意の語句を左下の空欄に入れ
て検索することもできるのだが、一般の利用者にとっては、あらかじめキーワードを例示
した方が利用しやすいと思われ、特にこのデータベースは、2012年の企画展示「洛中洛外
図屏風と風俗画」に際して、コンテンツのひとつとして作られたものであるため、専門家
以外の利用を強く意識している。
　実際に検索した場合の例を示す。「性別」から「男」を選択すると、スライド 7のような
結果を表示したサムネイル画面になる。その中から検索者が興味を持った人物、たとえば
中央の団扇を持った人物（矢印）を選択すると、スライド 8のような、個別人物データの
画面になる。
　上端の右に書かれた、「甲_右 _ 1 _68」という表示は、この人物の IDであり、「甲本」
「右隻」「第 1扇」の（右上から数えて）68番目の人物、ということになる。その下にある
屏風の模式図で、どの部分に描かれているかも分かる。（各扇を上中下に分割したこの模式
図も、そのまま検索項目になっている。）
　その下の表が各項目のデータであり、この場合、「性別」は男、「身分・職業等」は不詳、
「服装」は小袖、「被り物」は無し、「髪型」は「たぶさ髪」（単純に後頭部で結わえたもの）、
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「髭」は有り（口髭）、「持ち物」は団扇、「場所」は、祇園会の長刀鉾（の付近）、となり、
「行為」は、「長刀鉾のそばで拍子を取る。」「団扇を持つ。」と記述されている。「備考」は
特に記述がない。（ある場合は、ここでは省略した「その他」の記述や、研究的な付加情報
などを記している。）
　左側の人物画像はブラウザーになっているので、表示された倍率から縮小して、周囲に
何が描かれているのかを直接見ることも可能である。この場合、記述にあった、祇園祭の
長刀鉾のそばで拍子を取っていることを、画面でも確認することができる。
　このデータ表示画面からも検索を行うことが可能であり、「性別」から「場所」までの欄
は、そのまま表示されたキーワードが検索される。またここでも表の下方に検索語句の入
力欄があるので、それによって検索することもできる。例えば「鉾」で検索すると、結果
は、またサムネイル画面で表示される（スライド 9）。
　そこからまた関心を持った人物、たとえば左下の横笛を吹く人物（矢印）を選択すると、
スライド10のように、個別人物のデータと画像が、また表示される。
　このように、例示されたキーワードから、関心に従って次々と検索を進めていくことが
できるが、最初から特定のキーワードで検索をかけることももちろん可能で、たとえば、
「絵師」という語句で検索してみると（スライド11）、一件だけがヒットし、個別人物のデ
ータとしては、スライド12のようなものになる。「行為」や「備考」欄には、現在も「狩野
元信邸跡」として知られる場所であることや、顔に後補があるらしいことなどの研究的情
報が盛り込まれている。ちなみに、画像をブラウザ機能で縮小して、屋敷の全体を見ると
スライド13のようになるが、これは現地ではスライド14のような碑が立っている、狩野元
信邸跡と一致する。将来的には、このような位置情報を加えることも考えられよう。
　検索機能としては、複数の語句による検索も可能なので、たとえば、表紙の検索画面に
使用している被衣（かずき）を被った女性について知りたい場合は、スライド15のように
「女」と「被衣」という二つの語句を入力すると、スライド16のような結果となるので、サ
ムネイル画像から知りたかった人物を選択することができる。スライド17のように、この
屏風が伝来した三条家に関わる人物ではないか、という説を紹介している。屏風全体の中
では、スライド18・19のように、幕府から外出する場面として描かれた女性である。

3 ．関連するデータベース
　現在、この洛中洛外図屏風「歴博甲本」人物データベースに関連する二つの画像データ
ベースを作成中なので、それについて紹介したい。共に、2016年度中（2017年 2 月ころ）
の公開を予定している。

①　「歴博乙本」人物データベース
　ひとつは、国立歴史民俗博物館が所蔵する洛中洛外図屏風のひとつ、「歴博乙本」（1580
年代ころ）について、「歴博甲本」と同様に、描かれた人物（1172人）ひとりひとりの画像
とデータを検索表示できるデータベースである。
　まだ実際の画面をお見せできないが、「歴博乙本」の場面を一つお見せするとスライド21
のようであり、ここに見える「傘」をキーワードとして、「歴博甲本」と比較してみたい。
「歴博甲本」人物データベースで「傘」を検索するとスライド23のようになり、37件がヒッ
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トしているが、描かれているのは、男性、僧侶、尼僧のみであり、「歴博乙本」のような、
着飾った女性が色や模様の付いた傘をさしている情景は見られないことが分かる。おそら
く、16世紀初めの「歴博甲本」ではまだ身分表象であった傘が、60年ほど後の「歴博乙本」
では、身分を離れた一種のファッションとなっているためと思われ、社会や文化の「近世
化」の一例であろう、と解釈することができる。
　このように、「歴博甲本」と「歴博乙本」という、時代の離れた二つの屏風を同時に見る
ことで、歴史的な変化などを分析することが可能になる。

②　「近世職人画像データベース」
　もうひとつの関連データベースは、屏風ではなく、近世の版本に載せられている職人関
係の図像を取り出して、書誌データや詞書きなどと共にデータベース化したものである。　
ここでの「職人」は、狭義のそれではなく、生業という程度の意味で用いている。対象と
した版本は、主に国文学研究資料館が所蔵するもので、作業も主に同館が行った。
　検索画面はスライド26のようであり、たとえば「フリーワード」の項目に「売り」を入
力して検索すると、スライド27のような、一覧表形式のサムネイル画面になる。「飴売り」
を選択すると、スライド28のような個別データ画面になる。記述されている項目は、主に
掲載されている版本の書誌に関するもので、絵の内容については、項目を分けずに「キー
ワード」で表示している。対象が必ずしもひとりひとりの人物ではなく、多くが複数の人
物を描いた場面単位の挿絵であることがひとつの理由であり、服装・持ち物などについて
も、たとえば「小袖」などのようにすべてを記述するのではなく、特徴のある情報のみを
記載している。
　画像をクリックすれば、スライド29のように画像を拡大することができ、これもブラウ
ザを実装しているので、さらに拡大することも可能である。
　データとして記載した内容として、画中に見える「詞書」も取り上げており、スライド
30の例のように、全文を翻刻している（画像はスライド31）。この「魚屋」の場合は、一人
の人物ではなく、生け簀のある魚屋、というひとつの場面を対象にしているため、個別の
人物に関するデータは多くない。なお、この図では魚についても具体的に描写しているの
で（スライド32）、蝦、蛸、など判明するものについてはキーワードに記載している。わず
かだが、「魚データベース」にもなっていると言えるかもしれない。
　統合検索について
　以上のような、関連する複数のデータベースをどのように結びつけるかが課題となるが、
機構の共通検索システムによって、テキストベースでは横断的な検索が可能になるはずで
ある。画像の表示については難しい面があると思われるが、「歴博甲本」人物データベース
と「歴博乙本」人物データベースの二つについては、報告時点では未定であったが、国立
歴史民俗博物館のシステム内で、完全な横断検索と表示が可能となり、統合した検索画面
も作ることとなった。

参考文献
大薮　海　「洛中洛外図屏風歴博甲本人物データベース各項目の立項方法と入力語」
宮田公佳　「画像・文字情報融合手段としての人物データベース」
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 （共に、小島道裕編『洛中洛外図屏風歴博甲本の総合的研究』国立歴史民俗博物館研究報
告 第180集、2014年 2 月）

森下佳奈　「洛中洛外図屏風歴博乙本人物データベースの作成と課題」（『国立歴史民俗博物館研
究報告』第206集、2017年 3 月）

大高洋司他　『日本中世・近世の地誌と風俗』（平成21年度総合研究大学院大学文化科学研究科イ
ニシアティブ事業教員学生連携研究「日本中世・近世の地誌と風俗」報告書、2010年、総合
研究大学院大学文化科学研究科）

大高洋司・小島道裕・大久保純一編『鍬形蕙斎画 近世職人尽絵詞―江戸の職人と風俗を読み
解く―』（勉世出版、2017年）
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史料編纂所所蔵肖像画模本・歴史絵引データベースの課題

東京大学史料編纂所　藤 原 重 雄

【概要】
　人間文化研究機構による統合検索システムnihuINTに属さない機関の研究者として、「画
像データ共有化の前進」が検討されるにあたり、東京大学史料編纂所から公開している画
像データベースの一部について、その概要と課題とを紹介して参考事例に供するとともに、
日本中世絵画史料の研究者として、史資料画像の記述や〈名づけ〉について、参考となる
営みを紹介しつつ、研究実践上の方法的な課題を述べた。
　1997年に設立された附属施設である画像史料解析センターでは、前近代日本に関わる視
覚的な諸史料、もしくは文献史料の視覚的側面に即した調査研究をプロジェクト形式にて
蓄積し、成果のデータベースによる公開も進めてきた。
　このうち、「史料編纂所所蔵肖像画模本データベース」は、主に戦前期に作成した肖像画
の模本約900点につき、画像とともに書誌・像主・賛の翻刻・描写の記述・関連論文等の研
究情報を付加したものである。ある水準での完了をみたが、専従の研究者が必要となる画
像の記述など、充実させるべき要素も多く残る。これを補完するのが「肖像情報データベ
ース」で、模本として所蔵しない絵画・彫刻・写真をも把握すべく、自治体史・図録等で
掲載・言及された人物肖像につき、典拠ごとに一点づつテキストデータとしたものである
（多数の掲載がある肖像画はそれだけ件数が増える）。随時データを更新している。
　「歴史絵引データベース」は、肖像画の理解に必要な服飾史を中心とする学習・知識提供
型のデータベースとして当初は構築されたが、費用やシステム維持の面から機能を縮小し、
現在は収載データの再点検を進めている。トレース図に名所（などころ）・解説を付した図
解と、図典類刊行物の図版の語彙による索引との二本立てになっている。
　ところで、絵画を歴史的な知識・認識の形成に援用すること、とりわけ事実をありのま
ま描いたように利用するかに見えた歴史家の態度は、美術史家からの厳しい批判にさらさ
れ、絵画を歴史の理解に資するための素材として用いる方法は、その実践を通じて深めら
れてきた。また、西洋・東洋・日本の図像を扱う学問分野では、それぞれに〈名づけ〉を
営んできた。しかるに今回NIJL‒NW projectより披露された「画像へのタグ付け」は、図
像学の蓄積はもとより、降っては1980年代末からの論争を一顧だにしている気配がない。
　現在、人間文化機構の諸機関が公開する画像データにつき、安易な統合検索を進めるこ
とは、人文学が版築してきた知の土台を突き崩しかねない。まずは特徴的なコレクション
それ自体の性格に即して、適切な画像データを形成し、共通フォーマットに載せうるメタ
データと、専門分野に即した記述とを充実させるのが先決である。視覚的資料に〈名づけ〉
することへの方法的な思索に加え、インターネットを通じて広く画像を公開することへの
省察も必要となろう。調査研究による対象の選定や、書誌情報・インデックスの付与をし
ないまま、膨大な画像をWeb公開してしまう方式は、国立国会図書館が先陣を切り、国文
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学研究資料館がNIJL‒NW projectに飲み込まれる形で遂行しているように見受けられる。
Webを介して社会と向き合うことを得手とはしない人文的諸学といえども、研究活動ない
し研究資源・成果と社会との動的な作用については、文化人類学・民俗学や考古学、ある
いは抜き差し難い非対称性下にある異文化研究などにおいて、既に深い経験と考察の蓄積
を備えており、人間文化研究機構の叡智を結集すべき課題とも思える。
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画像内容に基づく検索技術に対する期待と現実

国立情報学研究所　北 本 朝 展

　画像検索とは、画像データベースの中から利用者が求める画像データに素早く到達する
ための技術を指す。画像検索はいくつかの技術要素から構成される。まず入力方法として
キーワード（タグ）、テキスト、画像などを選び、検索技術としてインデックス、特徴表
現、類似度（距離）定義、フィードバックなどの要素に技術的な工夫を加え、検索結果と
して画像やテキストなどを出力する。以上の技術的要素を様々に組み合わせて用途に合わ
せた画像検索を実現することになるが、中でも以下の 5つの組み合わせがよく用いられる。
（1）テキストを入力し、画像に付与された統制語やタグなどを検索する。（2）テキストを
入力し、画像に関連付けられたテキストを検索する。（3）画像を入力し、画像から抽出し
たエンティティを検索する。（4）画像を入力し、類似した画像を検索する。（5）テキスト
を入力し、画像の自動アノテーションで得られたテキストを検索する。従来型のデジタル
アーカイブでは（1）の方式が多く、Google画像検索のようなウェブ画像検索では（2）の
方式が多い。これらも画像検索の一種ではあるが、あくまで画像と関連付けられたテキス
トの検索であって、画像内容が主な分析対象ではない点に注意しておきたい。
　これに対して画像内容に基づく検索、すなわち画像に付与された付加情報ではなく画像
に含まれる内容そのものの分析に基づく検索手法にも長い研究の歴史がある。この検索手
法は主に 3種類に分類できる。（1）同じもの（エンティティ）を探す。（2）同じ種類のも
の（カテゴリ）を探す、（3）似ているもの（距離、類似度）を探す。（1）の方法は顔認識
を用いた人物検索などが代表的な例であるが、物販（ファッション等）や広告などの分野
を中心に商品やブランドの検索などへの応用も進められている。（2）の方法は画像への自
動タグ付与に相当するものであり、写真アルバムやストックフォトの整理に使えることが
期待されている。一方（3）の方法は「あんな画像を検索したい」という漠然としたニーズ
に対応できることが期待されているものの、ニーズが漠然としていることもあって、それ
ほど目覚ましい進展はないというのが現状である。
　画像検索の研究はこれまでも地道に積み重ねられてきたものの、その進展はテキスト検
索などに比べるとゆっくりとしたものであった。その流れを一変させたのが深層学習（デ
ィープラーニング）の登場である。これはニューラルネットワークを用いた機械学習の一
種であり、その原理は1980年代から知られていたものの、ここ 5年ほどの間に技術が急速
に発展したことで、画像検索の分野にも非連続的な進化が生じることになった。例えば画
像の自動タグ付けは人間の精度に匹敵するほど向上し、1000種類以上のタグを自動付与す
ることさえ可能となった。また画像の自動キャプション付与では、画像を与えるだけでそ
れを説明する文章が生成できるようになった。このように、深層学習の登場以前はしばら
く先の技術と思われていた自動生成タグやテキストを用いた画像検索についても、今や実
用化へ向けての期待が急速に高まりつつある。
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　とはいえ、これらの技術が現実的にどれほど有用かは冷静に見極める必要がある。深層
学習で大きな成功を収めているのは「教師あり学習」、つまり教師データに合うような出力
を生成できるアルゴリズムである。このときアルゴリズムが「正解」を出力できる理由は、
概念を理解できたからではなく、関連するデータをたくさん学習したからである。逆に言
えば、深層学習モデルに概念を明示的に教えることはできないため、大量の良質な教師デ
ータを確保することが精度向上には不可欠となる。こうした良質のデータは、Google や
Facebookなどの巨大企業であれば自社サービス経由で収集できるが、一般のプレイヤーが
それに匹敵するデータを確保することは至難の業である。そこで、クラウドソーシングや
ヒューマンコンピュテーションなど、インターネット上の不特定多数の力を集約して生み
出された大規模な教師データを研究者コミュニティで共有して利用し、それを共通の基準
として研究を比較するアプローチが広がりつつある。
　ただし人文学において期待される専門的な情報の検索は、大規模教師データを深層学習
に適用するというアプローチとは相性が悪い面もあるため、このアプローチが専門性の高
い分野でも有用かどうかは検証する必要がある。第一に、専門的な情報を正確にタグ付け
するには専門知識が必要となるため、インターネット上の不特定多数を対象としてさえ適
任者の絶対数が少ないという問題がある。第二に、そもそも適任者が少ないため収集でき
る教師データのサイズも小規模となり、教師あり学習の精度が上がりづらくなる問題があ
る。第三に、古典籍に現れる線描の絵画のように抽象度が高いデータでは、単純に見える
データに高度な意味が埋め込まれているため、概念を理解しない機械学習では少数の教師
データを有効に活用できない可能性がある。
　このように概念という「意味」の扱いは依然として難題であるため、画像検索の研究戦
略においては「意味」という問題をできるだけ避けて、物理や統計などの扱いやすい方向
からアプローチすることが望ましい。例えば深層学習では、画像の局所的な特徴から画像
の大局的な特徴までを多層で表現するモデルを用いるが、そこでは「意味」はニューラル
ネットワーク上で分散的に表現されているものとされる。ニューラルネットワークが正解
を出力するというゴールに至る中間表現においては、意味を明示的に意識して操作する必
要は特にないとも言える。
　そうは言っても「意味」を避けるだけではいずれ限界に到達する。その限界を越えるに
は、人間と機械の協調というアプローチ、すなわち人間と機械がチームを組んでお互いが
得意なタスクを担当することで、チームとしてのパフォーマンスを最大化することが必要
となる。その過程では、大量・高精度な作業を高速化・自動化するタスクを中心に、一部
のタスクで人間から機械への置換が進んでいくだろう。しかし高度な判断を下す部分につ
いては依然として人間に優位性があるため、少数かつ高度な判断を要する部分では人間を
支援して効率化することが機械の役割となる。こうした人間と機械のチーム内分担をどう
デザインするかは今後の重要な研究課題である。そして、デジタル人文学でも大規模画像
データベースの重要性が増しつつある現在、画像検索技術の継続的な改善には情報学と人
文学の研究者が協力するチーム作りも重要な課題となる。
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人文科学におけるオープンサイエンスの課題

第12回人間文化研究情報資源共有化研究会

○主　催　大学共同利用機関法人人間文化研究機構
　　　　　総合情報発信センター高度連携情報技術委員会
○日　時　平成29年 2 月 3 日㈮　13時30分～17時
○開　場　愛知工業大学本山キャンパス 3 F大学院講義室 1（13：00開場）

○開催趣旨
　世界の科学分野においては、論文の根拠となるデータをインターネット上で公開・共有化する
オープンデータ、オープンサイエンスの動きが急速に始まっています。データの捏造問題が後を
絶たない中、第三者による検証がより容易に可能となるよう、データの共有化を求める動きが進
むことは、必然的なものといえるでしょう。また、情報公開の流れのなかで、行政側が主導し
て、研究機関を含む公的機関が保有するさまざまな情報のオープンサイエンス化を推進する動き
もあります。他方、人文科学の分野においては、この問題に対する反応はあまり迅速ではないよ
うに思われます。
　本年度の資源共有化研究会では、国の施策のなかでのオープンサイエンスをめぐる最新の状況
についての認識を深めるとともに、人文科学の分野でオープンサイエンス化を進めるうえで、ど
のようなことが課題となるのか、また研究の進展や研究成果の社会化のためにはどのようなオー
プン化が必要であり、望ましいのか、といった問題について意見をかわす場としたいと思います。

〇プログラム
13：30～13：35　問題提起 人間文化研究機構理事　榎原　雅治
13：35～14：20　「オープンサイエンスが生まれた背景と最近の政策の動き」
 文部科学省科学技術・学術政策研究所　林　和弘
14：20～14：50　質疑
15：00～15：25　「歴史資料のオープンデータ化に関する現在と未来
　　　　　　　　　　　　　　―歴博の総合資料学の取り組みを通じて―」
 国立歴史民俗博物館研究部　後藤　真
15：25～15：50　「歴史的典籍NW事業におけるオープンデータ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―その戦略と課題―」
 国文学研資料館古典籍共同研究事業センター　山本　和明
15：50～16：15　「言語研究と「オープン」データ」
 国立国語研究所コーパス開発センター　前川　喜久雄
16：15～17：00　総合討論
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